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「オバケのチャラーン」 カミジョウ ミカ （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります
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■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和元年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 病理診断科主任部長 嶋田 俊秀情熱の白衣 医師の素顔●70
食だより／体を温める食べ物 　お薬ミニ知識／食品がお薬に与える影響
『がんサポートチーム』からのお知らせ　 〝かかりつけ医〟をもちましょう　 「スポーツ整形外科」ができました

　当院では毎年、院内で文化祭を開催しています。文化祭では、当院の職員や小児科の
入院児童さん、大手前整肢学園入園者の方々が持ち寄った絵画や写真、手芸などの
作品を展示しています。また、来場者の皆さまには気に入った作品への投票を行って
います。本年は下記の日程で催しますので、ぜひご来場ください。

人事異動情報 （6月30日～10月1日）

編集後記

採用

退職

Event〝令和元年度 院内文化祭〟を開催します

大阪赤十字病院の理念

〝外来通院治療センター〟の拡張・増床について特 集

　9月28日（土）、恒例
のセプテンバーコンサ
ートを開催しました。
当日は残暑のなか、
多くの方にご来場いた
だきました。
　今回は布施混声合
唱団による歌とピアノ演奏が披露されました。布施混声合唱
団は布施高校音楽部のＯＢ・ＯＧが中心となって創立され、
多方面で活躍しています。
　この日のコンサートは、イングランド民謡や、日本の懐かしい
曲、新しい曲が指揮者によりエピソードを交えて紹介され、
19人の力強く、やさしい歌声が場内に響きわたりました。

　一部の曲は来場者
の皆さまと一緒に歌う
など、素敵な時間を
過ごしていただきま
した。

News〝セプテンバーコンサート〟を
開催しました

　毎年恒例の糖尿病オープン教室を今年も開催します。一般の方を対象に無料で行っ
ていますので、ぜひこの機会にご参加ください。
　詳しくは院内に掲示しているポスターをご覧ください。

Seminar〝第10回 糖尿病オープン教室〟を開催します

昨年の文化祭で
展示された作品

ポスター

◆日　時／令和元年11月19日（火）～11月22日（金）
    　　　　　9:00～17:00（最終日は13:00まで）
◆場　所／大阪赤十字病院  本館4階  会議室4
　　　　  （※場所は変更になる場合があります。）

◆日　時／令和元年11月13日（水）  
　　　　  13：30～15：30　
◆場　所／大阪赤十字病院  
              本館1階  
              正面玄関ロビー
◆参加費／無料

　10月初旬は異例の暑さとなりましたが、すっかり秋めいてきま
したね。今回は「スポーツ整形外科」の記事のなかで年々スポーツ
を実施する人が増えていると紹介しましたが、皆さまは何かスポー
ツをされていますか？　私はランニングが好きなのですが、最近は
忙しくてなかなかできていません。今年は「スポーツの秋」にできた
らいいなと思っています。食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、
皆さまはどんな秋を過ごされますか？　　　　　　　　　  （Y.N）

創立110周年

第10回

2019年11月13日（水）

▼13:30～

▼14:00～

▼14:30～

日時

お問い合わせ 大阪赤十字病院  2階8番窓口（8:30～17:00）
TEL:06-6774-5151

大阪赤十字病院  
本館１階  正面玄関ロビー
動きやすい服装でお越しください

運動するための体づくりを食事面から考える
堂川 冴子栄養管理課

糖尿病・内分泌内科

管理栄養士  日本糖尿病療養指導士

糖尿病とサルコペニアについて
金井 有吾 日本内科学会総合内科専門医  日本糖尿病学会専門医

よろこびの歌体操

▼15:00～
健康生活相談

企画・制作 公益社団法人日本糖尿病協会

会場

糖尿病オープン教室

参加費無料

医師・糖尿病療養指導士と一緒に
元気よく体操しましょう ！

医療支援課

〈6月30日付〉●堀口　聡士（脳神経外科部・副部長）
〈8月12日付〉●内藤　拓人（新生児・未熟児科部・医師）
〈9月30日付〉●片岡　浩之（大手前整肢学園・医務部長）　
　　　　  　　 　●山田　知佳（血液内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●岡﨑　航也（呼吸器内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●元家　亮太（脳神経外科部・専攻医）

〈7月  1日付〉●橋本　将（消化器外科部・医長）　
　　　　  　　 　●濱口　雄平（消化器外科部・医師）　
　　　　  　　 　●田宮　良輔（眼科部・専攻医）　
〈9月  1日付〉●橋本　恭弘（消化器外科部・医師）　
〈10月1日付〉●野中　道仁（心臓血管外科部・医長）　
　　　　  　　 　●山口　優太（血液内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●青栁　貴之（呼吸器内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●山元　真也（脳神経外科部・専攻医）

動きやすい服装で
お越しください

サルコペニアとは・・・
加齢や疾患により筋肉量が減少し全身の筋力低下や身体機能の低下が起こること

体操の詳細はWEBで閲覧可能です
よろこびの歌体操 検索

13:30～15:30
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当
院
は
、『
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
』を
設
置
し
、高
度
の

専
門
的
治
療
と
と
も
に
多
職
種
、多
診
療
科
に
よ
る

総
合
的
な
が
ん
診
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

内
の〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞は
、が
ん
化
学
療
法

や
生
物
学
的
製
剤
の
治
療
を
通
院
で
行
う
施
設
で
す
。

近
年
、治
療
件
数
が
増
加
し
、従
前
の
27
床
で
は
対
応
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
、本
年
８
月
１
日
よ
り
12
床
増
床
し

て
39
床
に
拡
張
し
ま
し
た
。患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
治
療

環
境
を
提
供
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
院
で
は
平
成
30
年
４
月
に『
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
』の
認
定
を
受
け
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。本
年
６
月
に
が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査
が
保
険
適
応
と
な
り
、早
期
の
診
療
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、最
適・最
善
の

が
ん
診
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
卒
業
後
、京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、松
江
赤
十
字
病
院
、小
倉
記
念
病
院

な
ど
を
経
て
、平
成
２７
年
に
当
院
に
着
任
。平
成

２９
年
、副
院
長
兼
血
液
内
科
部
長
に
、平
成
30
年

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長
兼
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
長
に
就
任
。平
成
31
年
血
液
内
科
主
任
部
長
に

就
任
。

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞が
増
床
に
な
り
、現
在
、２
つ
の
治
療
室
に
分
か
れ
て
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
治
療
中
、担
当
看
護
師
は
、患
者
さ
ん
の
状
態
や
治
療
内
容
な
ど
を
考
慮
し
、環
境
に
配
慮
し
、安
全

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞に
も
担
当
薬
剤
師
が
い
ま
す
。担
当
薬
剤
師
は
各
患
者
さ
ん
の
抗
が
ん

剤
治
療
の
内
容（
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
や
副
作
用
対
策
）を
確
認
し
、抗
が
ん
剤
の
用
意
を
し
ま
す
。

ま
た
、患
者
さ
ん
の
も
と
へ
伺
い
、抗
が
ん
剤
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、可
能
性
の
あ
る
副
作
用
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。説
明
す
る
す
べ
て
の
副
作
用
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、患
者
さ
ん
自
身

が
早
い
段
階
で
副
作
用
に
気
づ
き
医
療
ス
タ
ッフ
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、副
作
用
を
軽
度
で
と
め
る

対
策
を
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、薬
剤
師
は
副
作
用
の
説
明
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
す
。そ
し
て
、

患
者
さ
ん
が
自
宅
で
で
き
る
副
作
用
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
し
、少
し
で
も
苦
痛
の
少
な
い
抗
が
ん
剤

治
療
を
め
ざ
し
ま
す
。抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
り
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
や
、お
薬
の
こ
と
で
お
悩
み

が
あ
る
場
合
は
気
軽
に
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞は
、通
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
場
所
で
す
。近
年
多
く
の
新
規

抗
が
ん
剤
が
開
発
、上
市（
承
認
さ
れ
た
新
薬
の
市
場
販
売
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
）さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
IV

の
進
行
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
生
存
期
間
が
徐
々
に
延
長
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、外
来
で
抗
が
ん

　がんは細胞の遺伝子が変異し、増殖が止まらなくなって発症し
ます。がん遺伝子パネル検査は、がん細胞に起こっている遺伝子変異
を一度に１００個以上調べることができる検査です。その遺伝子変異に
対して効果が期待できる薬剤や治験※をご提案するのが〝がんゲノム
医療〟です。
　当院では、平成30年に『がんゲノム医療連携病院』に認定された
ことを受け、今後、『がんゲノム医療中核病院』である京都大学医学部
附属病院と連携してゲノム医療を進めてまいります。本年度中には
保険診療でパネル検査を開始できるよう鋭意準備中です。ゲノム医療
は有望な治療ですが、その反面課題も多く、検査をしても有効な薬剤
が見つからない場合や、結果に従い治療しても効果が見られない
場合があります。また、自由診療で治療を行う場合、治療費が高額と
なります。
　実施準備が整い次第、当院ホームページなどでお知らせいたし
ます。ご期待ください。

今後取り組むゲノム医療
外来通院治療センター長・腫瘍内科部長 津村 剛彦

剤
治
療
を
受
け
る
方
の
数
は
増
加
の一途
で
す（
図
１
）。永
ら
く
、混
雑
の
た
め
、ご
希
望
の
日
に
予
約
が

取
れ
な
か
っ
た
り
、待
ち
時
間
が
増
加
し
た
り
と
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、増
床
拡
張

に
よ
り
改
善
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
出
入
口
、受
付
場
所
は
左
上
記（
図
２
）の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。待
合
室
は
ス
ペ
ー
ス
を
ゆ
っ
た
り

と
取
り
、ソ
フ
ァ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
内
に
腫
瘍
内
科
、

血
液
内
科
、緩
和
ケ
ア
外
来
診
察
室

を
４
室
併
設
し
て
お
り
、患
者
さ
ん
の

移
動
距
離
や
待
ち
時
間
の
短
縮
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
抗
が
ん
剤
治
療

を
熟
知
し
た
抗
が
ん
剤
の
専
門
医
、

認
定
看
護
師
、専
門
薬
剤
師
が
風
通

し
の
よ
い
環
境
で
意
見
を
述
べ
合
い
、

チ
ー
ム
と
し
て
高
い
総
合
力
を
発
揮

し
、多
方
面
か
ら
患
者
さ
ん
を
支
え

て
い
ま
す
。な
お
、腫
瘍
内
科
外
来
や

外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
を
直
接
受

診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。各
診
療

科
で
治
療
方
針
を
決
定
後
に
、各
科

主
治
医
が
ベッ
ド
の
予
約
を
す
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。抗
が
ん
剤
治

療
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
主
治
医
と

ご
相
談
の
上
、安
心
し
て
当
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

副
院
長・が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長・

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長・

血
液
内
科
主
任
部
長・輸
血
部
長

今
田 

和
典

外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
長・腫
瘍
内
科
部
長

津
村 

剛
彦

看
護
部  
が
ん
化
学
療
法
看
護
認
定
看
護
師

小
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和
子

薬
剤
部  

が
ん
専
門
薬
剤
師

山
瀨 

大
雄

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 大阪赤十字病院

※「薬の候補」が国から「薬」として認められるためには、人が使用したときに効果があり、安全
　であることが証明されなければなりません。これを証明し、「薬」として国から認めてもらうため
　の試験を「治験」といいます。

4F
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国際医療
救援部

自己血採取室

臨床検査科部・輸血部

泌尿器科
撮影室

泌尿器
TV室腎臓内科
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図2

本
年
８
月
１
日
よ
り
拡
張・増
床
し
た〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞を
紹
介
し
ま
す
。ま
た
、当
院
の
が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

じ
ょ
う
し

入口

治験・臨床研究
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に
治
療
が
で
き
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。点
滴
中
に
は
お
話
を
伺
い
、患
者
さ
ん
が
で
き
る
だ
け
苦
痛
の

な
い
状
態
で
療
養
生
活
を
送
れ
る
よ
う
、副
作
用
の
確
認
や
対
処
の
方
法
、生
活
上
で
の
困
り
ご
と
な
ど

に
つい
て
支
援
を
行
って
い
ま
す
。ご
家
族
の
方
への
支
援
も
行
って
い
ま
す
の
で
、気
持
ち
の
つ
ら
さ
や
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
あ
れ
ば
、いつ
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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当
院
は
、『
が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
』を
設
置
し
、高
度
の

専
門
的
治
療
と
と
も
に
多
職
種
、多
診
療
科
に
よ
る

総
合
的
な
が
ん
診
療
を
実
践
し
て
い
ま
す
。当
セ
ン
タ
ー

内
の〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞は
、が
ん
化
学
療
法

や
生
物
学
的
製
剤
の
治
療
を
通
院
で
行
う
施
設
で
す
。

近
年
、治
療
件
数
が
増
加
し
、従
前
の
27
床
で
は
対
応
が

困
難
と
な
っ
た
た
め
、本
年
８
月
１
日
よ
り
12
床
増
床
し

て
39
床
に
拡
張
し
ま
し
た
。患
者
さ
ん
に
よ
り
よ
い
治
療

環
境
を
提
供
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、が
ん
ゲ
ノ
ム
医
療
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
が
、当
院
で
は
平
成
30
年
４
月
に『
が
ん

ゲ
ノ
ム
医
療
連
携
病
院
』の
認
定
を
受
け
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。本
年
６
月
に
が
ん
遺
伝
子

パ
ネ
ル
検
査
が
保
険
適
応
と
な
り
、早
期
の
診
療
開
始
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、最
適・最
善
の

が
ん
診
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

京
都
大
学
医
学
部
卒
業
後
、京
都
大
学
医
学
部

附
属
病
院
、松
江
赤
十
字
病
院
、小
倉
記
念
病
院

な
ど
を
経
て
、平
成
２７
年
に
当
院
に
着
任
。平
成

２９
年
、副
院
長
兼
血
液
内
科
部
長
に
、平
成
30
年

が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長
兼
患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ

ー
長
に
就
任
。平
成
31
年
血
液
内
科
主
任
部
長
に

就
任
。

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞が
増
床
に
な
り
、現
在
、２
つ
の
治
療
室
に
分
か
れ
て
治
療
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
治
療
中
、担
当
看
護
師
は
、患
者
さ
ん
の
状
態
や
治
療
内
容
な
ど
を
考
慮
し
、環
境
に
配
慮
し
、安
全

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞に
も
担
当
薬
剤
師
が
い
ま
す
。担
当
薬
剤
師
は
各
患
者
さ
ん
の
抗
が
ん

剤
治
療
の
内
容（
抗
が
ん
剤
の
投
与
量
や
副
作
用
対
策
）を
確
認
し
、抗
が
ん
剤
の
用
意
を
し
ま
す
。

ま
た
、患
者
さ
ん
の
も
と
へ
伺
い
、抗
が
ん
剤
治
療
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
や
、可
能
性
の
あ
る
副
作
用
に
つ
い
て

説
明
し
て
い
ま
す
。説
明
す
る
す
べ
て
の
副
作
用
が
起
こ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、患
者
さ
ん
自
身

が
早
い
段
階
で
副
作
用
に
気
づ
き
医
療
ス
タ
ッフ
に
教
え
て
い
た
だ
く
こ
と
で
、副
作
用
を
軽
度
で
と
め
る

対
策
を
取
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
た
め
、薬
剤
師
は
副
作
用
の
説
明
を
し
っ
か
り
と
行
い
ま
す
。そ
し
て
、

患
者
さ
ん
が
自
宅
で
で
き
る
副
作
用
対
策
に
つ
い
て
も
説
明
し
、少
し
で
も
苦
痛
の
少
な
い
抗
が
ん
剤

治
療
を
め
ざ
し
ま
す
。抗
が
ん
剤
治
療
に
よ
り
気
に
な
る
症
状
が
あ
る
場
合
や
、お
薬
の
こ
と
で
お
悩
み

が
あ
る
場
合
は
気
軽
に
薬
剤
師
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　〝
外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
〞は
、通
院
で
抗
が
ん
剤
治
療
を
行
う
場
所
で
す
。近
年
多
く
の
新
規

抗
が
ん
剤
が
開
発
、上
市（
承
認
さ
れ
た
新
薬
の
市
場
販
売
が
開
始
さ
れ
る
こ
と
）さ
れ
、ス
テ
ー
ジ
IV

の
進
行
が
ん
の
患
者
さ
ん
の
生
存
期
間
が
徐
々
に
延
長
し
て
い
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、外
来
で
抗
が
ん

　がんは細胞の遺伝子が変異し、増殖が止まらなくなって発症し
ます。がん遺伝子パネル検査は、がん細胞に起こっている遺伝子変異
を一度に１００個以上調べることができる検査です。その遺伝子変異に
対して効果が期待できる薬剤や治験※をご提案するのが〝がんゲノム
医療〟です。
　当院では、平成30年に『がんゲノム医療連携病院』に認定された
ことを受け、今後、『がんゲノム医療中核病院』である京都大学医学部
附属病院と連携してゲノム医療を進めてまいります。本年度中には
保険診療でパネル検査を開始できるよう鋭意準備中です。ゲノム医療
は有望な治療ですが、その反面課題も多く、検査をしても有効な薬剤
が見つからない場合や、結果に従い治療しても効果が見られない
場合があります。また、自由診療で治療を行う場合、治療費が高額と
なります。
　実施準備が整い次第、当院ホームページなどでお知らせいたし
ます。ご期待ください。

今後取り組むゲノム医療
外来通院治療センター長・腫瘍内科部長 津村 剛彦

剤
治
療
を
受
け
る
方
の
数
は
増
加
の一途
で
す（
図
１
）。永
ら
く
、混
雑
の
た
め
、ご
希
望
の
日
に
予
約
が

取
れ
な
か
っ
た
り
、待
ち
時
間
が
増
加
し
た
り
と
、ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、増
床
拡
張

に
よ
り
改
善
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
出
入
口
、受
付
場
所
は
左
上
記（
図
２
）の
よ
う
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。待
合
室
は
ス
ペ
ー
ス
を
ゆ
っ
た
り

と
取
り
、ソ
フ
ァ
ー
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
お
待
ち
い
た
だ
け
ま
す
。ま
た
、当
セ
ン
タ
ー
内
に
腫
瘍
内
科
、

血
液
内
科
、緩
和
ケ
ア
外
来
診
察
室

を
４
室
併
設
し
て
お
り
、患
者
さ
ん
の

移
動
距
離
や
待
ち
時
間
の
短
縮
に

貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
抗
が
ん
剤
治
療

を
熟
知
し
た
抗
が
ん
剤
の
専
門
医
、

認
定
看
護
師
、専
門
薬
剤
師
が
風
通

し
の
よ
い
環
境
で
意
見
を
述
べ
合
い
、

チ
ー
ム
と
し
て
高
い
総
合
力
を
発
揮

し
、多
方
面
か
ら
患
者
さ
ん
を
支
え

て
い
ま
す
。な
お
、腫
瘍
内
科
外
来
や

外
来
通
院
治
療
セ
ン
タ
ー
を
直
接
受

診
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。各
診
療

科
で
治
療
方
針
を
決
定
後
に
、各
科

主
治
医
が
ベッ
ド
の
予
約
を
す
る
シ
ス

テ
ム
と
な
っ
て
い
ま
す
。抗
が
ん
剤
治

療
を
必
要
と
さ
れ
る
方
は
主
治
医
と

ご
相
談
の
上
、安
心
し
て
当
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

副
院
長・が
ん
診
療
セ
ン
タ
ー
長・

患
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
長・

血
液
内
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主
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部
長・輸
血
部
長
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http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 大阪赤十字病院

※「薬の候補」が国から「薬」として認められるためには、人が使用したときに効果があり、安全
　であることが証明されなければなりません。これを証明し、「薬」として国から認めてもらうため
　の試験を「治験」といいます。
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に
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が
で
き
る
よ
う
努
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て
い
ま
す
。点
滴
中
に
は
お
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を
伺
い
、患
者
さ
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が
で
き
る
だ
け
苦
痛
の

な
い
状
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で
療
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生
活
を
送
れ
る
よ
う
、副
作
用
の
確
認
や
対
処
の
方
法
、生
活
上
で
の
困
り
ご
と
な
ど

に
つい
て
支
援
を
行
って
い
ま
す
。ご
家
族
の
方
への
支
援
も
行
って
い
ま
す
の
で
、気
持
ち
の
つ
ら
さ
や
困
っ

て
い
る
こ
と
な
ど
あ
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ば
、いつ
で
も
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。
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　「『
病
理
』と
言
っ
た
ら『
料
理
』と
勘

違
い
さ
れ
る
く
ら
い
、ま
だ
ま
だ
一般
的

で
は
な
い
で
す
ね
。」笑
い
な
が
ら
そ
う

話
す
嶋
田
医
師
は
、検
体（
体
か
ら
採
取

し
た
細
胞
な
ど
）を
観
察
し
、が
ん
な
ど

の
病
気
の
進
行
具
合
や
、病
名
を
診
断

す
る
病
理
医
だ
。「
細
胞
組
織
を
切
り
出

し
、そ
れ
ら
を
顕
微
鏡
で
診
断
し
て
い

ま
す
。ミ
ス
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。診
断
結

果
は
、必
ず
複
数
の
目
で
確
認
し
ま
す
。」

　
嶋
田
医
師
が
病
理
の
道
を
志
し
た
の

は
医
学
部
生
時
代
。と
こ
ろ
が
、そ
の
後

大
学
院
を
経
て
も
そ
の
ま
ま
臨
床
医

に
は
な
ら
ず
、研
究
者
と
な
っ
た
。「
産

婦
人
科
医
と
し
て
開
業
し
て
い
た
父
を

見
て
、患
者
さ
ん
と
直
接
か
か
わ
る〝
町

の
お
医
者
さ
ん
〞に
も
興
味
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。で
す
が
、『
な
ぜ
病
気
が
起

こ
る
の
か
』、『
ど
う
い
う
風
に
治
療
を

す
る
の
か
』と
い
う〝
疑
問
〞が
捨
て
き
れ

ず
、父
に
背
中
を
押
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

病
理
学
研
究
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。」

　
そ
し
て
自
身
で「
10
年
間
」と
い
う
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
設
け
、研
究
の
世
界
へ

身
を
投
じ
る
。そ
の
後
、現
在
の
病
理

医
へ
と
転
身
し
た
。研
究
も
病
理
診
断

も「〝
積
み
木
細
工
〞の
よ
う
な
世
界
」

と
嶋
田
医
師
は
言
う
。「
ど
ち
ら
も
積

み
重
ね
の
先
に
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

病
理
診
断
で
い
う
と
、顕
微
鏡
を
覗
く

以
前
の
、標
本
を
つ
く
る
段
階
で
も
、

標
本
を
つ
く
る
以
前
の
、取
り
出
し
た

臓
器
を
薬
剤
で
処
理
す
る
段
階
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
か
け
る
時
間
や

薬
剤
の
成
分
な
ど
、す
べ
て
を

正
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
結

果
、正
し
い
診
断
が
得
ら
れ
ま

す
。ど
こ
か
を
い
い
加
減
に
し

て
、最
後
だ
け
を
う
ま
く
や
っ

た
と
し
て
も
、そ
の〝
積
み
木
〞は

い
ず
れ
崩
れ
て
し
ま
う
。ど
ち

ら
の
世
界
に
も
苦
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、着
実
に
積
み
上

げ
て
いっ
た
も
の
が
、成
果
と
し

て
治
療
に
結
び
つ
い
た
瞬
間
は

う
れ
し
い
、と
感
じ
ま
す
ね
。」

　
研
究
者
と
し
て
、そ
し
て
病
理
医
と

し
て
、２
つ
の
側
面
か
ら
病
理
に
携
わ
っ

て
き
た
嶋
田
医
師
。自
身
の
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
、今
後
の
目
標
を
掲
げ
て

く
れ
た
。「
自
分
が
若
い
頃
に
は
研
究
レ

ベ
ル
で
あ
っ
た
話
が
今
、臨
床
に
降
り
て

き
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。今
は〝
疑

問
〞の
事
象
も
、将
来
的
に
は
解
明
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
いっ
た
連
続

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、医
学
は
面
白
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。当
院
で
も
現
在
、外
来

の
化
学
療
法
室
を
拡
充
し
て
お
り
、そ
の

一
角
が
、が
ん
の
遺
伝
子
異
常
な
ど
を

調
べ
ら
れ
る
分
子
標
的
治
療
の『
が
ん

ゲ
ノ
ム
病
理
検
査
室
』に
な
る
予
定
で

す
。次
世
代
の
若
い
医
師
た
ち
の
た
め

に
も
、日
々
技
術
を
磨
き
な
が
ら
病
院

環
境
も一層
整
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

今
後
の
医
療
の
進
歩
と
嶋
田
医
師
の
活

躍
に
、期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

〝
積
み
木
細
工
〞の
よ
う
に
、一つ
ひ
と
つ
を
確
実
に
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、治
療
、そ
し
て
医
学
の
進
歩
と
い
う
結
果
を
生
む
。

病
理
診
断
科
主
任
部
長  

嶋
田 

俊
秀

研
究
者
か
ら
病
理
医
へ
。

ど
ち
ら
の
世
界
に
も
不
可
欠
な
、

医
療
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
。

医
学
は
連
続
性
が
あ
る
か
ら
面
白
い
。

そ
れ
を
、技
術
と
と
も
に

次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
夏
に
猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
続
く
と
、秋
を
迎
え
た
と
き
に
は
私
た
ち
の
体
は
疲
れ
き
って
い
ま
す
。

夏
に一日
中
冷
房
の
部
屋
の
中
に
い
る
と
、体
が
冷
え
た
り
、つ
い
つ
い
水
分
を
摂
り
過
ぎ
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。私
た
ち
の
体
は
、夏
に
は
基
礎
代
謝
を
下
げ
て
、体
温
が
上
が

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。そ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、体
が

冷
え
た
り
水
分
を
摂
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
、必
要
以
上
に
体
温
が
下
が
って
し
ま
い
ま
す
。

　
秋
に
な
る
と
、そ
ん
な
体
温
低
下
、水
分
過
剰
か
ら
く
る
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。下
痢
、便
秘
、む
く
み
、体
の
だ
る
さ
、肩
こ
り
、頭
痛
、め
ま
い
、耳
鳴
り
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

　
暑
い
と
き
は
、冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
が
欲
し
く
な
り
ま
す
が
、秋
に
入
れ
ば
常
温
も
し
く
は

体
温
以
上
の
物
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。冷
た
い
も
の
は
体
を
冷
や
し

ま
す
。『
日
頃
か
ら
温
か
い
も
の
を
食
べ
る
、常
温
の
飲
み
物
を
飲
む
』こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
野
菜
や
き
の
こ
類
は
和
風
、洋
風
、中
華
な
ど
ど
ん
な
汁
物
に
も
合
い
ま
す
し
、鮭
や
鱈
な
ど
の

魚
類
は
牛
乳
を
入
れ
た
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
な
ど
に
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。体
を
温
め
る
食
べ
物
と

冷
や
す
食
べ
物
を
区
別
し
て
上
手
に
食
事
に
取
り
入
れ
て
、冷
え
性
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
な
ど
は
色
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。赤
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
暖
色
系
の
食
べ
物
は
、体
を
温
め

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。人
参
、南
瓜
、玉
ね
ぎ
、蓮
根
、ご
ぼ
う
、じ
ゃ
が
い
も
、自
然
薯
、玄
米
、鮭
は
、こ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。逆
に
、白
、青
、緑
な
ど
の
寒
色
系
の
食
べ
物
は
、体
を
冷
や
す
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。き
ゅ
う
り
、キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
、な
す
、ほ
う
れ
ん
草
、小
松
菜
、筍
、梨
、ス
イ
カ
、メ
ロ
ン
、パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、ア
サ
リ
な
ど
は
、寒
い
季
節
は
控
え
る
よ
う
に
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

食
品
が
お
薬
に
与
え
る
影
響

体
を
温
め
る
食
べ
物

食
だ
よ
り
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シ
リ
ー
ズ

休
日
の
楽
し
み
は
、こ
じ
ん
ま
り
し
た

映
画
館
で
映
画
鑑
賞
。
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熱
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白
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ミニ知識

　
お
薬
と
食
品（
飲
み
物・嗜
好
品
を
含
む
）が
個
々
で
は
問
題
な
い
場
合
で
も
、組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
は
よ
く
な
い
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、お
薬
を
服
用
す
る

際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食
品・飲
み
物
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　
お
薬
と
の
併
用
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食
品
と
し
て

有
名
な
の
が
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
で
す
。グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は

お
薬
の
吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、日
常
的
に
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
を
摂
取
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
薬
の
効
果
が
強
く
出
た
り
、副
作
用
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一部
の
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症

の
お
薬
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
薬
な
ど
は
こ
の
影
響
を
受
け
や
す
い

た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

薬剤部 薬剤師  長谷川  翼

■ 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

　
お
薬
の
多
く
は
胃
酸
で
溶
け
、小
腸
で
吸
収
さ
れ
ま
す
。牛
乳
は
胃
酸
の
働
き
を
弱
め
る
作
用
が

あ
り
、お
薬
と
と
も
に
摂
取
す
る
と
、お
薬
が
胃
で
溶
け
る
の
を
妨
げ
て
し
ま
い
、結
果
と
し
て
お
薬

の
吸
収
率
が
低
下
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。牛
乳
は
飲
ん
だ
後
、１
時
間
程
度
で
胃
酸
の

働
き
が
回
復
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、牛
乳
と
お
薬
の
服
用
に
は
１
時
間
以
上
時
間

を
空
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、一部
の
抗
生
物
質
は
牛
乳
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

と
結
合
し
、吸
収
さ
れ
に
く
い
化
合
物
へ
と
変
化
し
ま
す
。牛
乳
以
外

に
も
硬
水
や
青
汁
、抹
茶
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

■ 

牛
乳

　
近
年
、濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス
を
用
い
て
お
薬
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
の
お
薬
の
吸
収
が
遅
れ
る（
吸
収
さ
れ
に
く
く
な
る
）と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。水
に
溶
け
た
お
薬
は
浸
透
圧
の
高
い
方
か
ら

低
い
方
に
移
動
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス
は

体
液
と
比
較
し
て
浸
透
圧
が
高
い
た
め
、お
薬
が
体
液
の
方
向
に

移
動
す
る（
吸
収
さ
れ
る
）の
を
邪
魔
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス

　
今
回
紹
介
し
た
内
容
以
外
に
も
、ア
ル
コ
ー
ル
、カ
フ
ェ
イ
ン
、喫
煙
も
お
薬
の
治
療
効
果
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、疑
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼病理診断室（上）と病理検査組織処理
　室（下）。ここでさまざまな診断が行われる。

ポ
イ
ン
ト

食
事
に
は
、汁
物
を
プ
ラ
ス
し
て

　
温
か
い
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
、食
事
の
際
に
汁
物
を
摂
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。そ
れ
だ
け
で
、体
の
内
側
か
ら
じ
ん
わ
り
温
ま
り
ま
す
。

ま
た
、温
か
い
物
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
は
、体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。忙
し
い
と
き
に
は一
息

つ
い
て
、〝
ゆ
っ
く
り
〞を
意
識
し
て
温
か
い
物
を
食
べ
る
と
、心
身
と
も

に
温
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、納
豆
、味
噌
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、漬
物
、醤
油
な
ど
の

発
酵
食
品
に
は
、体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。た
だ
、汁
物
や
発
酵

食
品
に
は
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、摂
り
過
ぎ

は
禁
物
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

野
菜
は
色
で
判
断
で
き
ま
す

　
あ
る
日
テ
レ
ビ
で
見
た
、緊
急
時
、真
っ

先
に
患
者
さ
ん
に
処
置
を
す
る
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
。そ
ん
な
姿
に

憧
れ
て
看
護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。そ
の

な
か
で
も
、災
害
時
派
遣
へ
の
参
加
を
希
望
し
て

い
た
の
で
、大
阪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
へ
入
学
し
、

当
院
へ
入
職
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
脳
外
科
や

皮
膚
科
な
ど
の
看
護
を
行
う
病
棟
へ
配
属
さ
れ
、

７
年
後
、今
の
救
急
科
へ
異
動
し
ま
し
た
。

　
救
急
科
で
の
看
護
は
、多
い
と
き
に
は
１
日
25
件

ほ
ど
運
ば
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
や
、検
査
の

介
助
で
す
。患
者
さ
ん
の
容
態
が
安
定
す
る
ま
で

の
看
護
な
の
で
、患
者
さ
ん
と
は
数
時
間
な
い
し
は

数
日
し
か
、か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
ベ
ス
ト
が
尽
く
せ
る
よ
う
、

常
に
事
前
準
備
を
徹
底
し
、時
間
の
ロ
ス
や
、慌
て

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。当
初
希
望

し
て
い
た
災
害
時
の
派
遣
は
ま
だ
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、他
の

ス
タ
ッフ
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
間
、院
内
で
フ
ォロ
ー
す
る
こ
と
も
、

災
害
の
援
助
に
繋
が
る
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
７
月
に
、『
救
急
看
護
認
定
看
護
師
』の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。救
急
科
で
は
た
く
さ
ん
の
ド
ク
タ
ー
、ス
タ
ッフ
と
か
か

わ
り
ま
す
。私
自
身
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
う
ま
く
図
る
こ
と
が

苦
手
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッフ
と
、いつ
、ど
ん

な
と
き
で
も
、連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
、と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

緊
急
時
は
特
に
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
と
伝
達

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、ジ
ムへ
行
く
日
も
あ
れ
ば
、

先
輩
と
の
食
事
や
、後
輩
と
出
か
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。病
院
外
で
の
交
流
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
ね
。

　
看
護
師
は
ま
だ
ま
だ
女
性
の
方
が
多
い
で
す
が
、「
男
性
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
」こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
も
、お
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
、全
体
の
看
護
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

1983年10月6日大阪府生まれ。平成19年大阪赤十字看護専門学校卒業後、当院に就職。主に脳外科、皮膚科、形成外科病棟の看護経験の後、
平成26年10月に救急科に配属。脳外科などの病棟での経験を活かしながら、救急外来で運ばれてくる患者さんの看護を担当している。

看護師レポート KOHEI NAKAI70

看
護
師  

中
井 

紘
平

限られた時間のなかでベストを尽くす。
常に同じレベルの看護を提供していきたい。

後輩とのキャンプ。病院外での
コミュニケーションも楽しんでいます。
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　「『
病
理
』と
言
っ
た
ら『
料
理
』と
勘

違
い
さ
れ
る
く
ら
い
、ま
だ
ま
だ
一般
的

で
は
な
い
で
す
ね
。」笑
い
な
が
ら
そ
う

話
す
嶋
田
医
師
は
、検
体（
体
か
ら
採
取

し
た
細
胞
な
ど
）を
観
察
し
、が
ん
な
ど

の
病
気
の
進
行
具
合
や
、病
名
を
診
断

す
る
病
理
医
だ
。「
細
胞
組
織
を
切
り
出

し
、そ
れ
ら
を
顕
微
鏡
で
診
断
し
て
い

ま
す
。ミ
ス
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
。診
断
結

果
は
、必
ず
複
数
の
目
で
確
認
し
ま
す
。」

　
嶋
田
医
師
が
病
理
の
道
を
志
し
た
の

は
医
学
部
生
時
代
。と
こ
ろ
が
、そ
の
後

大
学
院
を
経
て
も
そ
の
ま
ま
臨
床
医

に
は
な
ら
ず
、研
究
者
と
な
っ
た
。「
産

婦
人
科
医
と
し
て
開
業
し
て
い
た
父
を

見
て
、患
者
さ
ん
と
直
接
か
か
わ
る〝
町

の
お
医
者
さ
ん
〞に
も
興
味
を
持
っ
て

い
ま
し
た
。で
す
が
、『
な
ぜ
病
気
が
起

こ
る
の
か
』、『
ど
う
い
う
風
に
治
療
を

す
る
の
か
』と
い
う〝
疑
問
〞が
捨
て
き
れ

ず
、父
に
背
中
を
押
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、

病
理
学
研
究
の
道
へ
進
み
ま
し
た
。」

　
そ
し
て
自
身
で「
10
年
間
」と
い
う
ボ

ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
設
け
、研
究
の
世
界
へ

身
を
投
じ
る
。そ
の
後
、現
在
の
病
理

医
へ
と
転
身
し
た
。研
究
も
病
理
診
断

も「〝
積
み
木
細
工
〞の
よ
う
な
世
界
」

と
嶋
田
医
師
は
言
う
。「
ど
ち
ら
も
積

み
重
ね
の
先
に
成
果
が
生
ま
れ
ま
す
。

病
理
診
断
で
い
う
と
、顕
微
鏡
を
覗
く

以
前
の
、標
本
を
つ
く
る
段
階
で
も
、

標
本
を
つ
く
る
以
前
の
、取
り
出
し
た

臓
器
を
薬
剤
で
処
理
す
る
段
階
で
も
、

そ
れ
ぞ
れ
に
か
け
る
時
間
や

薬
剤
の
成
分
な
ど
、す
べ
て
を

正
確
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
た
結

果
、正
し
い
診
断
が
得
ら
れ
ま

す
。ど
こ
か
を
い
い
加
減
に
し

て
、最
後
だ
け
を
う
ま
く
や
っ

た
と
し
て
も
、そ
の〝
積
み
木
〞は

い
ず
れ
崩
れ
て
し
ま
う
。ど
ち

ら
の
世
界
に
も
苦
し
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
が
、着
実
に
積
み
上

げ
て
いっ
た
も
の
が
、成
果
と
し

て
治
療
に
結
び
つ
い
た
瞬
間
は

う
れ
し
い
、と
感
じ
ま
す
ね
。」

　
研
究
者
と
し
て
、そ
し
て
病
理
医
と

し
て
、２
つ
の
側
面
か
ら
病
理
に
携
わ
っ

て
き
た
嶋
田
医
師
。自
身
の
こ
れ
ま
で

を
振
り
返
り
、今
後
の
目
標
を
掲
げ
て

く
れ
た
。「
自
分
が
若
い
頃
に
は
研
究
レ

ベ
ル
で
あ
っ
た
話
が
今
、臨
床
に
降
り
て

き
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。今
は〝
疑

問
〞の
事
象
も
、将
来
的
に
は
解
明
さ
れ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。そ
う
いっ
た
連
続

性
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、医
学
は
面
白
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。当
院
で
も
現
在
、外
来

の
化
学
療
法
室
を
拡
充
し
て
お
り
、そ
の

一
角
が
、が
ん
の
遺
伝
子
異
常
な
ど
を

調
べ
ら
れ
る
分
子
標
的
治
療
の『
が
ん

ゲ
ノ
ム
病
理
検
査
室
』に
な
る
予
定
で

す
。次
世
代
の
若
い
医
師
た
ち
の
た
め

に
も
、日
々
技
術
を
磨
き
な
が
ら
病
院

環
境
も一層
整
え
て
い
き
た
い
で
す
ね
。」

今
後
の
医
療
の
進
歩
と
嶋
田
医
師
の
活

躍
に
、期
待
は
高
ま
る
ば
か
り
だ
。

〝
積
み
木
細
工
〞の
よ
う
に
、一つ
ひ
と
つ
を
確
実
に
。

そ
の
積
み
重
ね
が
、治
療
、そ
し
て
医
学
の
進
歩
と
い
う
結
果
を
生
む
。

病
理
診
断
科
主
任
部
長  

嶋
田 

俊
秀

研
究
者
か
ら
病
理
医
へ
。

ど
ち
ら
の
世
界
に
も
不
可
欠
な
、

医
療
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢
。

医
学
は
連
続
性
が
あ
る
か
ら
面
白
い
。

そ
れ
を
、技
術
と
と
も
に

次
世
代
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。

　
夏
に
猛
暑
日
や
熱
帯
夜
が
続
く
と
、秋
を
迎
え
た
と
き
に
は
私
た
ち
の
体
は
疲
れ
き
って
い
ま
す
。

夏
に一日
中
冷
房
の
部
屋
の
中
に
い
る
と
、体
が
冷
え
た
り
、つ
い
つ
い
水
分
を
摂
り
過
ぎ
た
り
し
て

し
ま
う
こ
と
が
原
因
の
ひ
と
つ
で
す
。私
た
ち
の
体
は
、夏
に
は
基
礎
代
謝
を
下
げ
て
、体
温
が
上
が

り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
す
る
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
ま
す
。そ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、体
が

冷
え
た
り
水
分
を
摂
り
過
ぎ
た
り
す
る
と
、必
要
以
上
に
体
温
が
下
が
って
し
ま
い
ま
す
。

　
秋
に
な
る
と
、そ
ん
な
体
温
低
下
、水
分
過
剰
か
ら
く
る
い
ろ
い
ろ
な
症
状
が
あ
ら
わ
れ
て
き
ま

す
。下
痢
、便
秘
、む
く
み
、体
の
だ
る
さ
、肩
こ
り
、頭
痛
、め
ま
い
、耳
鳴
り
な
ど
が
そ
の
例
で
す
。

　
暑
い
と
き
は
、冷
た
い
飲
み
物
や
食
べ
物
が
欲
し
く
な
り
ま
す
が
、秋
に
入
れ
ば
常
温
も
し
く
は

体
温
以
上
の
物
を
飲
ん
だ
り
食
べ
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。冷
た
い
も
の
は
体
を
冷
や
し

ま
す
。『
日
頃
か
ら
温
か
い
も
の
を
食
べ
る
、常
温
の
飲
み
物
を
飲
む
』こ
と
を
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

　
野
菜
や
き
の
こ
類
は
和
風
、洋
風
、中
華
な
ど
ど
ん
な
汁
物
に
も
合
い
ま
す
し
、鮭
や
鱈
な
ど
の

魚
類
は
牛
乳
を
入
れ
た
ク
リ
ー
ム
ス
ー
プ
な
ど
に
す
る
の
が
お
す
す
め
で
す
。体
を
温
め
る
食
べ
物
と

冷
や
す
食
べ
物
を
区
別
し
て
上
手
に
食
事
に
取
り
入
れ
て
、冷
え
性
対
策
を
し
ま
し
ょ
う
。

　
野
菜
な
ど
は
色
で
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。赤
や
オ
レ
ン
ジ
な
ど
の
暖
色
系
の
食
べ
物
は
、体
を
温
め

る
作
用
が
あ
り
ま
す
。人
参
、南
瓜
、玉
ね
ぎ
、蓮
根
、ご
ぼ
う
、じ
ゃ
が
い
も
、自
然
薯
、玄
米
、鮭
は
、こ
の
効
果

が
期
待
で
き
ま
す
。逆
に
、白
、青
、緑
な
ど
の
寒
色
系
の
食
べ
物
は
、体
を
冷
や
す
作
用
が
あ
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。き
ゅ
う
り
、キ
ャ
ベ
ツ
、レ
タ
ス
、な
す
、ほ
う
れ
ん
草
、小
松
菜
、筍
、梨
、ス
イ
カ
、メ
ロ
ン
、パ
イ
ナ
ッ
プ

ル
、ア
サ
リ
な
ど
は
、寒
い
季
節
は
控
え
る
よ
う
に
し
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

食
品
が
お
薬
に
与
え
る
影
響

体
を
温
め
る
食
べ
物

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士
　福
井 

侑
子

T
O
S
H
IH
ID
E
 S
H
IM
A
D
A

シ
リ
ー
ズ

休
日
の
楽
し
み
は
、こ
じ
ん
ま
り
し
た

映
画
館
で
映
画
鑑
賞
。

情
熱
の
白
衣 
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ミニ知識

　
お
薬
と
食
品（
飲
み
物・嗜
好
品
を
含
む
）が
個
々
で
は
問
題
な
い
場
合
で
も
、組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
は
よ
く
な
い
影
響
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。今
回
は
、お
薬
を
服
用
す
る

際
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食
品・飲
み
物
に
つい
て
紹
介
し
ま
す
。

　
お
薬
と
の
併
用
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
食
品
と
し
て

有
名
な
の
が
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
で
す
。グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
は

お
薬
の
吸
収
量
を
増
加
さ
せ
る
働
き
を
持
っ
て
い
ま
す
。そ
の

た
め
、日
常
的
に
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ
を
摂
取
さ
れ
て
い
る
方
は
、

お
薬
の
効
果
が
強
く
出
た
り
、副
作
用
症
状
が
引
き
起
こ
さ
れ

た
り
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。一部
の
高
血
圧
や
脂
質
異
常
症

の
お
薬
、ア
レ
ル
ギ
ー
の
お
薬
な
ど
は
こ
の
影
響
を
受
け
や
す
い

た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

薬剤部 薬剤師  長谷川  翼

■ 

グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ツ

　
お
薬
の
多
く
は
胃
酸
で
溶
け
、小
腸
で
吸
収
さ
れ
ま
す
。牛
乳
は
胃
酸
の
働
き
を
弱
め
る
作
用
が

あ
り
、お
薬
と
と
も
に
摂
取
す
る
と
、お
薬
が
胃
で
溶
け
る
の
を
妨
げ
て
し
ま
い
、結
果
と
し
て
お
薬

の
吸
収
率
が
低
下
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。牛
乳
は
飲
ん
だ
後
、１
時
間
程
度
で
胃
酸
の

働
き
が
回
復
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、牛
乳
と
お
薬
の
服
用
に
は
１
時
間
以
上
時
間

を
空
け
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。ま
た
、一部
の
抗
生
物
質
は
牛
乳
に
含
ま
れ
る
カ
ル
シ
ウ
ム

と
結
合
し
、吸
収
さ
れ
に
く
い
化
合
物
へ
と
変
化
し
ま
す
。牛
乳
以
外

に
も
硬
水
や
青
汁
、抹
茶
に
も
カ
ル
シ
ウ
ム
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

た
め
、注
意
が
必
要
で
す
。

■ 

牛
乳

　
近
年
、濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス
を
用
い
て
お
薬
を
飲
む
こ
と
に
よ
っ

て
、そ
の
お
薬
の
吸
収
が
遅
れ
る（
吸
収
さ
れ
に
く
く
な
る
）と
い
う

報
告
も
あ
り
ま
す
。水
に
溶
け
た
お
薬
は
浸
透
圧
の
高
い
方
か
ら

低
い
方
に
移
動
す
る
性
質
を
持
っ
て
い
ま
す
。濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス
は

体
液
と
比
較
し
て
浸
透
圧
が
高
い
た
め
、お
薬
が
体
液
の
方
向
に

移
動
す
る（
吸
収
さ
れ
る
）の
を
邪
魔
し
て
し
ま
う
こ
と
が
原
因
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

■ 

濃
縮
還
元
ジ
ュ
ー
ス

　
今
回
紹
介
し
た
内
容
以
外
に
も
、ア
ル
コ
ー
ル
、カ
フ
ェ
イ
ン
、喫
煙
も
お
薬
の
治
療
効
果
に

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
お
薬
の
飲
み
合
わ
せ
に
つ
い
て
、疑
問
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼病理診断室（上）と病理検査組織処理
　室（下）。ここでさまざまな診断が行われる。

ポ
イ
ン
ト

食
事
に
は
、汁
物
を
プ
ラ
ス
し
て

　
温
か
い
味
噌
汁
や
ス
ー
プ
な
ど
、食
事
の
際
に
汁
物
を
摂
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。そ
れ
だ
け
で
、体
の
内
側
か
ら
じ
ん
わ
り
温
ま
り
ま
す
。

ま
た
、温
か
い
物
を
ゆ
っ
く
り
食
べ
る
こ
と
は
、体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、

自
律
神
経
の
バ
ラ
ン
ス
を
整
え
て
く
れ
ま
す
。忙
し
い
と
き
に
は一
息

つ
い
て
、〝
ゆ
っ
く
り
〞を
意
識
し
て
温
か
い
物
を
食
べ
る
と
、心
身
と
も

に
温
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、納
豆
、味
噌
、ヨ
ー
グ
ル
ト
、チ
ー
ズ
、漬
物
、醤
油
な
ど
の

発
酵
食
品
に
は
、体
を
温
め
る
作
用
が
あ
り
ま
す
。た
だ
、汁
物
や
発
酵

食
品
に
は
塩
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
の
で
、摂
り
過
ぎ

は
禁
物
で
す
。

ポ
イ
ン
ト

野
菜
は
色
で
判
断
で
き
ま
す

　
あ
る
日
テ
レ
ビ
で
見
た
、緊
急
時
、真
っ

先
に
患
者
さ
ん
に
処
置
を
す
る
救
命
救

急
セ
ン
タ
ー
の
看
護
師
。そ
ん
な
姿
に

憧
れ
て
看
護
師
を
目
指
し
ま
し
た
。そ
の

な
か
で
も
、災
害
時
派
遣
へ
の
参
加
を
希
望
し
て

い
た
の
で
、大
阪
赤
十
字
看
護
専
門
学
校
へ
入
学
し
、

当
院
へ
入
職
し
ま
し
た
。は
じ
め
は
脳
外
科
や

皮
膚
科
な
ど
の
看
護
を
行
う
病
棟
へ
配
属
さ
れ
、

７
年
後
、今
の
救
急
科
へ
異
動
し
ま
し
た
。

　
救
急
科
で
の
看
護
は
、多
い
と
き
に
は
１
日
25
件

ほ
ど
運
ば
れ
て
く
る
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
や
、検
査
の

介
助
で
す
。患
者
さ
ん
の
容
態
が
安
定
す
る
ま
で

の
看
護
な
の
で
、患
者
さ
ん
と
は
数
時
間
な
い
し
は

数
日
し
か
、か
か
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。限
ら

れ
た
時
間
の
な
か
で
ベ
ス
ト
が
尽
く
せ
る
よ
う
、

常
に
事
前
準
備
を
徹
底
し
、時
間
の
ロ
ス
や
、慌
て

る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。当
初
希
望

し
て
い
た
災
害
時
の
派
遣
は
ま
だ
実
現
で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、他
の

ス
タ
ッフ
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
間
、院
内
で
フ
ォロ
ー
す
る
こ
と
も
、

災
害
の
援
助
に
繋
が
る
と
考
え
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
今
年
の
７
月
に
、『
救
急
看
護
認
定
看
護
師
』の
資
格
を
取
得

し
ま
し
た
。救
急
科
で
は
た
く
さ
ん
の
ド
ク
タ
ー
、ス
タ
ッフ
と
か
か

わ
り
ま
す
。私
自
身
、コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を
う
ま
く
図
る
こ
と
が

苦
手
な
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
ス
タ
ッフ
と
、いつ
、ど
ん

な
と
き
で
も
、連
携
が
取
れ
る
よ
う
に
、と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

緊
急
時
は
特
に
ス
ム
ー
ズ
な
連
携
と
伝
達

が
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
休
日
は
、ジ
ムへ
行
く
日
も
あ
れ
ば
、

先
輩
と
の
食
事
や
、後
輩
と
出
か
け
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。病
院
外
で
の
交
流
も

大
切
に
し
て
い
ま
す
ね
。

　
看
護
師
は
ま
だ
ま
だ
女
性
の
方
が
多
い
で
す
が
、「
男
性
だ
か
ら

こ
そ
で
き
る
」こ
と
も
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
も
、お
互
い

に
協
力
し
な
が
ら
、全
体
の
看
護
の
レ
ベ
ル
の
底
上
げ
を
め
ざ
し
て

い
き
た
い
で
す
ね
。

1983年10月6日大阪府生まれ。平成19年大阪赤十字看護専門学校卒業後、当院に就職。主に脳外科、皮膚科、形成外科病棟の看護経験の後、
平成26年10月に救急科に配属。脳外科などの病棟での経験を活かしながら、救急外来で運ばれてくる患者さんの看護を担当している。
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看
護
師  

中
井 

紘
平

限られた時間のなかでベストを尽くす。
常に同じレベルの看護を提供していきたい。

後輩とのキャンプ。病院外での
コミュニケーションも楽しんでいます。

お 薬

5 4

believe70.indd   6 2019/10/25   13:04



紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

公益財団法人 聖バルナバ病院
◆ 院　長／常見 泰平　◆ 診療科／産科、婦人科、小児科
◆ 住　所／大阪市天王寺区細工谷１－３－１８
◆ 電　話／０６－６７７９－１６００
◆ 診療時間

当院は1873年（明治6年）に開院された日本最古の産科・小児科病院です。
助産学院も併設しており「助産師の養成・教育」を行っています。常に新しい産科学・
小児科学にもとづいた妊婦管理、分娩、新生児管理、産褥管理を行い、安心して出産
していただくための環境づくりとサポートを心がけています。妊娠中は『おうちご飯を
大切に、普段着の食生活を考える』身体にやさしい食事を用意しています。院内薬局
では妊娠中や授乳中でも服用できるお薬やサプリメントの相談を受け付けています。

特長

こう　えき　ざい   だん   ほう   じん　   せい                                        びょう  いん とよ    かわ     い     いん

豊川医院
◆ 院　長／豊川 秀吉
◆ 診療科／内科、外科
◆ 施設基準／在宅緩和ケア充実診療所
◆ 住　所／大阪市天王寺区東高津町８－２４ MYYビル1F
◆ 電　話／０６－４３０３－３８１９
◆ 訪問診療／有　　◆ 往診／有（要相談）
◆ 診療時間

当院は大阪赤十字病院の近くにある診療所です。地域のかかりつけ医と
して、患者さんの健康管理をはじめとした一般内科、外科診療を行っています。
必要に応じて高次専門医療機関へ紹介させていただき、患者さんを取り巻く多職
種連携のチームリーダーとして、病診、診診連携、多職種連携を大切にしています。
また、当院は緩和ケアにも力を入れており、通院が困難な患者さんに在宅医療を
行っています。

当院は大阪赤十字病院の連携登録医です。大阪赤十字病院で
治療を受けながらも、日々の健康管理や支持療法、緩和ケアを当院が担当させてい
ただくこともできます。また、初診から最期までかかわることができるよう、当院の医師
と看護師による訪問診療・看護を行い、ご自宅での看取りも可能な体制を整えてい
ます。現在、訪問診療可能な地域は、天王寺区、中央区、東成区、生野区の一部です。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

開院して以来、約150年、世代を超えて多くの出産をお任せいただ
いています。4D超音波や遺伝カウンセリング外来といった新しい医療も取り入れ
ながら、同伴分娩の受け入れや母乳哺育への援助、小児科外来では、1歳まで1カ月
ごとのきめ細かな健診を行い、育児指導にも重点をおいています。妊娠、出産から
子育てと、その後までを見守る「母と子と女性のための病院」です。当院を訪れるすべ
ての方々に安心と安全を重視した周産期医療を提供しています。

地域の皆さまへ

vol.41『がんサポートチーム』からのお知らせ

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp　

　
令
和
元
年
９
月
14
日・15

日
に
、大
阪
赤
十
字
病
院
で

『
看
護
師
の
た
め
の
エ
ン
ド・

オ
ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
研
修
』

を
行
い
ま
し
た
。『
エ
ン
ド・

オ
ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
』と
は
、

病
い
や
老
い
な
ど
に
よ
り
、

人
が
人
生
を
終
え
る
時
期

に
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ア
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、患
者・家
族
、医
療
者
が

死
を
意
識
し
た
頃
か
ら
始

ま
り
、疾
患
を
限
定
せ
ず
、

高
齢
者
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

　
近
年
、日
本
で
は
医
療
の

進
歩
が
目
覚
ま
し
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
集
学
的
治
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
、高
齢
多
死
社
会
や
認

知
症
患
者
の
増
加
な
ど
、

患
者
さ
ん
の
治
療
や
療
養
に
関
す
る
意

思
決
定
や
ケ
ア
に
関
す
る

倫
理
的
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
が
非
常
に
多
く
な
って

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、患
者
さ
ん・ご
家
族
に

と
っ
て
、質
の
高
い
エ
ン
ド・オ
ブ・ラ
イ
フ

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う

な
看
護
を
行
う
か
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
当
日
は
、当
院
の
看
護
師
と
、近
隣
の
病
院

や
訪
問
看
護
師
な
ど
を
含
む
計
33
名
の
看
護
師
が

受
講
し
ま
し
た
。エ
ン
ド・オ
ブ・ラ
イ
フ
に
お
け
る
痛

み
や
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、倫
理
的
問
題
、ロ
ー
ル
プ
レ

イ
や
事
例
検
討
な
ど
を
行
い
な
が
ら
包
括
的
に
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

（End-of-Life 
N
ursing

　Education

　

Consortium

　Japan

：ELN
EC-J

コ
ア

カ
リ
キ
ュラ
ム
）を
使
用
し
学
習
し
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
痛
み
や
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
の
緩
和
に
役
立
て
た
い
」、「
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
、今
後
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
い
か
意
向
を
確
認
し
、一緒
に
考
え
て

い
き
た
い
」、「
高
齢
者
の
特
徴
が
理
解
で

き
た
。心
身
の
微
弱
な
サ
イ
ン
を
キ
ャッ
チ

で
き
る
よ
う
丁
寧
に
か
か
わ
り
た
い
」、

「
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
よ
い
看
護
が
で

き
る
よ
う
、勉
強
会
や
話
し
合
い
を
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
き
た
い
」と
いっ
た
感
想

が
聞
か
れ
、研
修
の
満
足
度
も
高
く
、

明
日
か
ら
の
看
護
実
践
に
対
す
る
具
体

的
な
目
標
を
立
案
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

受
講
者
総
数
は
１
０
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
少
な
い
人
数
か
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
ん
だ
受
講
者
が
質
の
高
い
エ
ン
ド・オ

ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
を
実
践
し
、

と
も
に
働
く
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と

で
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・

ラ
イ
フ
：
人
生
の
質
）の
向
上

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
た
ら

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
た
ち
看
護
師
は
、常
に
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
傍
ら
に
寄
り
添
い
、よ
り
よ
い
ケ

ア
を
行
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。も
し
、

「
痛
み
や
つ
ら
い
症
状
が
あ
る
」、「
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
の
か
悩
ん
で
い

る
」、「
今
後
の
見
通
し
が
不
安
」な
ど
、感

※日曜、祝日は休診

豊川院長

▲研修の様子

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：30）
午後（17：00～19：15）

外　来

▶小児科・予防接種（予約制）の受付は当サイト（http://www.barnaba.or.jp）をご覧ください。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
  8：30～11：30
11：30～15：30
  8：30～11：30
  8：30～11：30
12：30～15：30

  9：00～
13：30～
  9：00～
  9：00～
13：00～

産科・婦人科

小児科
病気診察

1カ月1カ月
乳児健診
（予約制）

診察時間受付時間外　来

　〝
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
〞と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？
　ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
と
は

「
外
見
」と
い
う
意
味
で
す
。抗
が
ん
剤
な
ど
の
が
ん
治
療
に
よ
り
、頭
髪
や
眉
毛

な
ど
の
脱
毛
、肌
の
色
や
爪
の
変
化
な
ど
、外
見
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。外
見
が
変
化
す
る
こ
と
で
、周
り
の

人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
が
気
に
な
り
、人
と
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け
た
く
な
っ
た
り
、外
出
を
し
た
く
な
く
な
っ
た
り

と
、今
ま
で
ど
お
り
の
生
活
が
送
り
に
く
く
な
る
方
が
い
ま
す
。そ
こ
で
当
院
で
は『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』と
し
て
、

ウ
イ
ッ
グ
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
用
品
の
無
料
相
談
や
体
験
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、外
見
の
変
化
に
困
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
に
少
し
で
も
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
相
談
会
は
、毎
週
月
曜
日
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
本
館
２
階・患
者
情
報
室
前
で
行
って
い
ま
す
。

業
者
の
協
力
に
よ
り
、ウ
イ
ッ
グ・下
着・ネ
イ
ル・化
粧
品
な
ど
の
展
示
と
と
も
に
、無
料
相
談・商
品

説
明・試
着
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
８
月
か
ら
始
ま
り
、患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
場
で
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、男
女・年
齢
も

問
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、安
心
し
て
お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
担
当
業
者
の
予
定
は
、院
内
に
掲
示
し
て

い
る
ポ
ス
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

看護部 がん看護専門看護師  小木曽 照子

『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を

　開
催
し
て
い
ま
す

〜
抗
が
ん
剤
治
療
の
副
作
用
を
も
つ
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
め
ざ
し
て
〜

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
入
退
院
支
援
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　

 

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー  

野
村 

美
奈
子

　こ
の
度
、当
院
に
お
き
ま
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
」

を
10
月
よ
り
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　近
年
、ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
人
口
層
の
多
様
化
が
い
わ
れ
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
人
々
が
増
加

し
て
い
ま
す
。ま
た
、設
備
や
環
境
の
広
ま
り
と
と
も
に
、

一
般
の
人
々
も
競
技
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
外
傷・障
害
も
増
加・多
様
化
し
て
お
り
、

そ
の
治
療
や
予
防
に
対
す
る
専
門
的
な

医
療
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　当
院
に
お
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
、整
形

外
科
の
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ
外
来
と
い
う
専
門

外
来
を
設
け
、ス
ポ
ー
ツ
外
傷・障
害
の
患
者

さ
ん
の
肩・膝
関
節
を
中
心
と
し
た
関
節
鏡

手
術
を
多
数
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、よ
り

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
の
分
野
を
拡
充
し
、ま
た

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
必
要
と
考
え
、今
回「
ス
ポ
ー
ツ
整

形
外
科
」の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　当
科
の
開
設
に
よ
り
、専
門
的
な
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
、

当
院
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、当
院
と
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
な
ど
と
の
医
療
連
携
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
院
の「
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科
」は
、整
形
外
科
の
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン（
部
門
）と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
が
、当
院
が
大
阪

府
内
・
関
西
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

整
形
外
科・関
節
鏡
手
術
分
野
の

中
核
病
院
と
な
る
た
め
の
第
一
歩

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
た
予
防
医
学
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
、近
隣
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設・団
体
と
の
連
携
な

ど
を
実
行
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科・関
節
鏡
手
術
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

セルフケア用品
を直接手にとっ

て確認してみま
せんか・・・

参加料・体験料

無料
［日　時］

［会　場］

［対　象］

毎週月曜日  
AM11：00～

PM15：00

大阪赤十字病
院  本館2F  患

者情報室前

すべてのがん
患者さん及び

家族

脱毛等の悩み
相談・ウイッグ

の試着

インナー・下着
の紹介や試着

アロマハンドマ
ッサージ

爪のお手入れ
方法やネイル

の紹介・体験　
　

※週によって業
者は変わります

。お気軽にお立
ち寄りください

。

大阪赤十字病
院  がん相談

支援センター（
本館2F）

06－6774－5
152（直通）

平日  AM8：3
0～PM5：00

がん患者さん
とその家族の

ための

アピアランスケ
ア相談会

肌トラブルやメ
イク用品の

紹介・体験

【お問い合わ
せ】

部　署

時　間

T E L

オーラルケア

▼〝アピアラン
スケア相談会

〟の案内リーフ
レット

「スポーツ整形外科」ができました
整形外科/スポーツ整形外科  副部長  鈴木 隆

令和元年10月より開設！����

▼当科スタッフ

■成人のスポーツ実施率の推移

出典：スポーツ庁「平成30年度『スポーツの実施状況等に関する世論調査』について
　　「体力・スポーツに関する世論調査（平成24年度まで）」および「東京オリンピック・パラリンピックに関する
　　世論調査（平成27年度）」、「スポーツの実施状況に関する世論調査（平成28年度から）」

『看護師のためのエンド・オブ・ライフ・ケア研修』を
 行いました

※日曜・祝日は休診

エントランスロビー

（％）60

週１日以上（全体）

全国の18～79歳の男女に対して、登録モニターによるWEBアンケート調査を実施。
調査対象の人口構成比に準拠した割付を行い、20,000件を回収。
平成31年1月11日（金）～1月29日（火）に実施。

週3日以上（全体）
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紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

公益財団法人 聖バルナバ病院
◆ 院　長／常見 泰平　◆ 診療科／産科、婦人科、小児科
◆ 住　所／大阪市天王寺区細工谷１－３－１８
◆ 電　話／０６－６７７９－１６００
◆ 診療時間

当院は1873年（明治6年）に開院された日本最古の産科・小児科病院です。
助産学院も併設しており「助産師の養成・教育」を行っています。常に新しい産科学・
小児科学にもとづいた妊婦管理、分娩、新生児管理、産褥管理を行い、安心して出産
していただくための環境づくりとサポートを心がけています。妊娠中は『おうちご飯を
大切に、普段着の食生活を考える』身体にやさしい食事を用意しています。院内薬局
では妊娠中や授乳中でも服用できるお薬やサプリメントの相談を受け付けています。

特長

こう　えき　ざい   だん   ほう   じん　   せい                                        びょう  いん とよ    かわ     い     いん

豊川医院
◆ 院　長／豊川 秀吉
◆ 診療科／内科、外科
◆ 施設基準／在宅緩和ケア充実診療所
◆ 住　所／大阪市天王寺区東高津町８－２４ MYYビル1F
◆ 電　話／０６－４３０３－３８１９
◆ 訪問診療／有　　◆ 往診／有（要相談）
◆ 診療時間

当院は大阪赤十字病院の近くにある診療所です。地域のかかりつけ医と
して、患者さんの健康管理をはじめとした一般内科、外科診療を行っています。
必要に応じて高次専門医療機関へ紹介させていただき、患者さんを取り巻く多職
種連携のチームリーダーとして、病診、診診連携、多職種連携を大切にしています。
また、当院は緩和ケアにも力を入れており、通院が困難な患者さんに在宅医療を
行っています。

当院は大阪赤十字病院の連携登録医です。大阪赤十字病院で
治療を受けながらも、日々の健康管理や支持療法、緩和ケアを当院が担当させてい
ただくこともできます。また、初診から最期までかかわることができるよう、当院の医師
と看護師による訪問診療・看護を行い、ご自宅での看取りも可能な体制を整えてい
ます。現在、訪問診療可能な地域は、天王寺区、中央区、東成区、生野区の一部です。

特長

地域の皆さまへ

登録医紹介 〝かかりつけ医〟をもちましょう
病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を提供
することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっとした病気や
ケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

開院して以来、約150年、世代を超えて多くの出産をお任せいただ
いています。4D超音波や遺伝カウンセリング外来といった新しい医療も取り入れ
ながら、同伴分娩の受け入れや母乳哺育への援助、小児科外来では、1歳まで1カ月
ごとのきめ細かな健診を行い、育児指導にも重点をおいています。妊娠、出産から
子育てと、その後までを見守る「母と子と女性のための病院」です。当院を訪れるすべ
ての方々に安心と安全を重視した周産期医療を提供しています。

地域の皆さまへ

vol.41『がんサポートチーム』からのお知らせ

がん相談支援センター 当院では、がん全般に関するさまざまなご相談をお受けしています。
TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126  syakaika@osaka-med.jrc.or.jp　

　
令
和
元
年
９
月
14
日・15

日
に
、大
阪
赤
十
字
病
院
で

『
看
護
師
の
た
め
の
エ
ン
ド・

オ
ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
研
修
』

を
行
い
ま
し
た
。『
エ
ン
ド・

オ
ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
』と
は
、

病
い
や
老
い
な
ど
に
よ
り
、

人
が
人
生
を
終
え
る
時
期

に
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ア
と

定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ

は
、患
者・家
族
、医
療
者
が

死
を
意
識
し
た
頃
か
ら
始

ま
り
、疾
患
を
限
定
せ
ず
、

高
齢
者
も
対
象
に
な
り
ま

す
。

　
近
年
、日
本
で
は
医
療
の

進
歩
が
目
覚
ま
し
く
、

さ
ま
ざ
ま
な
集
学
的
治
療

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。一
方

で
、高
齢
多
死
社
会
や
認

知
症
患
者
の
増
加
な
ど
、

患
者
さ
ん
の
治
療
や
療
養
に
関
す
る
意

思
決
定
や
ケ
ア
に
関
す
る

倫
理
的
問
題
に
直
面
す
る

こ
と
が
非
常
に
多
く
な
って

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お

い
て
、患
者
さ
ん・ご
家
族
に

と
っ
て
、質
の
高
い
エ
ン
ド・オ
ブ・ラ
イ
フ

を
送
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
ど
の
よ
う

な
看
護
を
行
う
か
に
つい
て
学
び
ま
し
た
。

　
研
修
当
日
は
、当
院
の
看
護
師
と
、近
隣
の
病
院

や
訪
問
看
護
師
な
ど
を
含
む
計
33
名
の
看
護
師
が

受
講
し
ま
し
た
。エ
ン
ド・オ
ブ・ラ
イ
フ
に
お
け
る
痛

み
や
症
状
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、倫
理
的
問
題
、ロ
ー
ル
プ
レ

イ
や
事
例
検
討
な
ど
を
行
い
な
が
ら
包
括
的
に
学
習

す
る
こ
と
が
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

（End-of-Life 
N
ursing

　Education

　

Consortium

　Japan

：ELN
EC-J

コ
ア

カ
リ
キ
ュラ
ム
）を
使
用
し
学
習
し
ま
し
た
。

　
受
講
者
か
ら
は
、「
痛
み
や
さ
ま
ざ
ま

な
症
状
の
緩
和
に
役
立
て
た
い
」、「
患
者

さ
ん
に
寄
り
添
い
、今
後
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
た
い
か
意
向
を
確
認
し
、一緒
に
考
え
て

い
き
た
い
」、「
高
齢
者
の
特
徴
が
理
解
で

き
た
。心
身
の
微
弱
な
サ
イ
ン
を
キ
ャッ
チ

で
き
る
よ
う
丁
寧
に
か
か
わ
り
た
い
」、

「
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
が
よ
り
よ
い
看
護
が
で

き
る
よ
う
、勉
強
会
や
話
し
合
い
を
毎
月

１
回
開
催
し
て
い
き
た
い
」と
いっ
た
感
想

が
聞
か
れ
、研
修
の
満
足
度
も
高
く
、

明
日
か
ら
の
看
護
実
践
に
対
す
る
具
体

的
な
目
標
を
立
案
し
て
終
了
し
ま
し
た
。

　
こ
の
研
修
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り
、

受
講
者
総
数
は
１
０
５
名
と
な
り
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
少
な
い
人
数
か
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。し
か
し
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
学
ん
だ
受
講
者
が
質
の
高
い
エ
ン
ド・オ

ブ・ラ
イ
フ・ケ
ア
を
実
践
し
、

と
も
に
働
く
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー

に
影
響
を
与
え
て
い
く
こ
と

で
、患
者
さ
ん
や
ご
家
族
の

Q
O
L（
ク
オ
リ
テ
ィ・オ
ブ・

ラ
イ
フ
：
人
生
の
質
）の
向
上

に
少
し
で
も
寄
与
で
き
た
ら

と
思
って
い
ま
す
。

　
私
た
ち
看
護
師
は
、常
に
患
者
さ
ん
や

ご
家
族
の
傍
ら
に
寄
り
添
い
、よ
り
よ
い
ケ

ア
を
行
い
た
い
と
思
って
い
ま
す
。も
し
、

「
痛
み
や
つ
ら
い
症
状
が
あ
る
」、「
こ
れ
か

ら
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
た
い
の
か
悩
ん
で
い

る
」、「
今
後
の
見
通
し
が
不
安
」な
ど
、感

※日曜、祝日は休診

豊川院長

▲研修の様子

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
午前（  9：00～12：30）
午後（17：00～19：15）

外　来

▶小児科・予防接種（予約制）の受付は当サイト（http://www.barnaba.or.jp）をご覧ください。

月 　火 　  水 　  木　   金　   土   
  8：30～11：30
11：30～15：30
  8：30～11：30
  8：30～11：30
12：30～15：30

  9：00～
13：30～
  9：00～
  9：00～
13：00～

産科・婦人科

小児科
病気診察

1カ月1カ月
乳児健診
（予約制）

診察時間受付時間外　来

　〝
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
〞と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
す
か
？
　ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
と
は

「
外
見
」と
い
う
意
味
で
す
。抗
が
ん
剤
な
ど
の
が
ん
治
療
に
よ
り
、頭
髪
や
眉
毛

な
ど
の
脱
毛
、肌
の
色
や
爪
の
変
化
な
ど
、外
見
に
変
化
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。外
見
が
変
化
す
る
こ
と
で
、周
り
の

人
か
ら
ど
う
思
わ
れ
て
い
る
か
が
気
に
な
り
、人
と
か
か
わ
る
こ
と
を
避
け
た
く
な
っ
た
り
、外
出
を
し
た
く
な
く
な
っ
た
り

と
、今
ま
で
ど
お
り
の
生
活
が
送
り
に
く
く
な
る
方
が
い
ま
す
。そ
こ
で
当
院
で
は『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』と
し
て
、

ウ
イ
ッ
グ
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
用
品
の
無
料
相
談
や
体
験
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ
り
、外
見
の
変
化
に
困
っ
て
い
る
患
者

さ
ん
の
ケ
ア
に
少
し
で
も
力
に
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
相
談
会
は
、毎
週
月
曜
日
午
前
11
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
本
館
２
階・患
者
情
報
室
前
で
行
って
い
ま
す
。

業
者
の
協
力
に
よ
り
、ウ
イ
ッ
グ・下
着・ネ
イ
ル・化
粧
品
な
ど
の
展
示
と
と
も
に
、無
料
相
談・商
品

説
明・試
着
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
年
８
月
か
ら
始
ま
り
、患
者
さ
ん
か
ら
も
好
評
を

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。そ
の
場
で
販
売
を
行
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。ま
た
、男
女・年
齢
も

問
い
ま
せ
ん
。ぜ
ひ
、安
心
し
て
お
気
軽
に
お
越
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
担
当
業
者
の
予
定
は
、院
内
に
掲
示
し
て

い
る
ポ
ス
タ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

看護部 がん看護専門看護師  小木曽 照子

『
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
ケ
ア
相
談
会
』を

　開
催
し
て
い
ま
す

〜
抗
が
ん
剤
治
療
の
副
作
用
を
も
つ
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
を
め
ざ
し
て
〜

が
ん
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー（
入
退
院
支
援
課
）
　
　
　
　
　
　
　
　

 

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー  

野
村 

美
奈
子

　こ
の
度
、当
院
に
お
き
ま
し
て
、「
ス
ポ
ー
ツ
整
形
外
科
」

を
10
月
よ
り
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　近
年
、ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
人
口
層
の
多
様
化
が
い
わ
れ
、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組
む
人
々
が
増
加

し
て
い
ま
す
。ま
た
、設
備
や
環
境
の
広
ま
り
と
と
も
に
、

一
般
の
人
々
も
競
技
レ
ベ
ル
で
ス
ポ
ー
ツ
を
行
う
こ
と
が

多
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
に
よ
り
、ス
ポ
ー
ツ
に

よ
る
外
傷・障
害
も
増
加・多
様
化
し
て
お
り
、

そ
の
治
療
や
予
防
に
対
す
る
専
門
的
な

医
療
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　当
院
に
お
き
ま
し
て
は
こ
れ
ま
で
、整
形

外
科
の
な
か
で
ス
ポ
ー
ツ
外
来
と
い
う
専
門

外
来
を
設
け
、ス
ポ
ー
ツ
外
傷・障
害
の
患
者

さ
ん
の
肩・膝
関
節
を
中
心
と
し
た
関
節
鏡

手
術
を
多
数
行
っ
て
き
ま
し
た
。今
後
、よ
り

ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
こ
の
分
野
を
拡
充
し
、ま
た

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
も
分
か
り
や
す
い
ネ
ー

ミ
ン
グ
が
必
要
と
考
え
、今
回「
ス
ポ
ー
ツ
整

形
外
科
」の
開
設
に
至
り
ま
し
た
。

　当
科
の
開
設
に
よ
り
、専
門
的
な
医
療
の
ニ
ー
ズ
が
必
要
な
患
者
さ
ん
に
、

当
院
を
選
択
し
て
い
た
だ
き
や
す
く
な
る
と
と
も
に
、当
院
と
近
隣
の
ク
リ
ニ
ッ

ク
な
ど
と
の
医
療
連
携
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、当
院
の「
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科
」は
、整
形
外
科
の
デ
ィ
ビ

ジ
ョ
ン（
部
門
）と
し
て
の
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
す
が
、当
院
が
大
阪

府
内
・
関
西
地
域
の
ス
ポ
ー
ツ

整
形
外
科・関
節
鏡
手
術
分
野
の

中
核
病
院
と
な
る
た
め
の
第
一
歩

に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　将
来
的
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
を
含
め
た
予
防
医
学
へ
の

本
格
的
な
取
り
組
み
、近
隣
の
ス

ポ
ー
ツ
施
設・団
体
と
の
連
携
な

ど
を
実
行
し
、「
ス
ポ
ー
ツ
整
形

外
科・関
節
鏡
手
術
セ
ン
タ
ー
」

の
開
設
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

セルフケア用品
を直接手にとっ

て確認してみま
せんか・・・

参加料・体験料

無料
［日　時］

［会　場］

［対　象］

毎週月曜日  
AM11：00～

PM15：00

大阪赤十字病
院  本館2F  患

者情報室前

すべてのがん
患者さん及び

家族

脱毛等の悩み
相談・ウイッグ

の試着

インナー・下着
の紹介や試着

アロマハンドマ
ッサージ

爪のお手入れ
方法やネイル

の紹介・体験　
　

※週によって業
者は変わります

。お気軽にお立
ち寄りください

。

大阪赤十字病
院  がん相談

支援センター（
本館2F）

06－6774－5
152（直通）

平日  AM8：3
0～PM5：00

がん患者さん
とその家族の

ための

アピアランスケ
ア相談会

肌トラブルやメ
イク用品の

紹介・体験

【お問い合わ
せ】

部　署

時　間

T E L

オーラルケア

▼〝アピアラン
スケア相談会

〟の案内リーフ
レット

「スポーツ整形外科」ができました
整形外科/スポーツ整形外科  副部長  鈴木 隆

令和元年10月より開設！����

▼当科スタッフ

■成人のスポーツ実施率の推移

出典：スポーツ庁「平成30年度『スポーツの実施状況等に関する世論調査』について
　　「体力・スポーツに関する世論調査（平成24年度まで）」および「東京オリンピック・パラリンピックに関する
　　世論調査（平成27年度）」、「スポーツの実施状況に関する世論調査（平成28年度から）」

『看護師のためのエンド・オブ・ライフ・ケア研修』を
 行いました

※日曜・祝日は休診

エントランスロビー

（％）60

週１日以上（全体）

全国の18～79歳の男女に対して、登録モニターによるWEBアンケート調査を実施。
調査対象の人口構成比に準拠した割付を行い、20,000件を回収。
平成31年1月11日（金）～1月29日（火）に実施。

週3日以上（全体）
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ニュース ＆ イベント

「オバケのチャラーン」 カミジョウ ミカ （エイブルアート・カンパニー所属  http://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

2019
秋　号

VOL.70

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
　初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０　再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５
■休診日　土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日
■診察券　診察券は全科共通で使用いたしますので、ご来院時には必ずお持ちください。
■ご面会 〈病状によってこの限りではありませんが、必ず病棟の看護師にご相談ください〉　
　平日／１４:００～１９:００　休診日／１０:００～１２:００、１４:００～１９:００　
　小児病棟（平日・休診日とも）／１４:００～１９:００　
■保険証等　保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
　　　　　　　また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

病院のご案内
当院は

敷地内全面禁煙です

http://www.osaka-med.jrc.or.jp/ 

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和元年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111
■お問い合わせ

（代表）
大阪赤十字病院

http://www.jrc.or.jp/赤十字全般

当院は、敷地内全面禁煙を
実施しています。

ご理解とご協力をお願いします。

シリーズ 病理診断科主任部長 嶋田 俊秀情熱の白衣 医師の素顔●70
食だより／体を温める食べ物 　お薬ミニ知識／食品がお薬に与える影響
『がんサポートチーム』からのお知らせ　 〝かかりつけ医〟をもちましょう　 「スポーツ整形外科」ができました

　当院では毎年、院内で文化祭を開催しています。文化祭では、当院の職員や小児科の
入院児童さん、大手前整肢学園入園者の方々が持ち寄った絵画や写真、手芸などの
作品を展示しています。また、来場者の皆さまには気に入った作品への投票を行って
います。本年は下記の日程で催しますので、ぜひご来場ください。

人事異動情報 （6月30日～10月1日）

編集後記

採用

退職

Event〝令和元年度 院内文化祭〟を開催します

大阪赤十字病院の理念

〝外来通院治療センター〟の拡張・増床について特 集

　9月28日（土）、恒例
のセプテンバーコンサ
ートを開催しました。
当日は残暑のなか、
多くの方にご来場いた
だきました。
　今回は布施混声合
唱団による歌とピアノ演奏が披露されました。布施混声合唱
団は布施高校音楽部のＯＢ・ＯＧが中心となって創立され、
多方面で活躍しています。
　この日のコンサートは、イングランド民謡や、日本の懐かしい
曲、新しい曲が指揮者によりエピソードを交えて紹介され、
19人の力強く、やさしい歌声が場内に響きわたりました。

　一部の曲は来場者
の皆さまと一緒に歌う
など、素敵な時間を
過ごしていただきま
した。

News〝セプテンバーコンサート〟を
開催しました

　毎年恒例の糖尿病オープン教室を今年も開催します。一般の方を対象に無料で行っ
ていますので、ぜひこの機会にご参加ください。
　詳しくは院内に掲示しているポスターをご覧ください。

Seminar〝第10回 糖尿病オープン教室〟を開催します

昨年の文化祭で
展示された作品

ポスター

◆日　時／令和元年11月19日（火）～11月22日（金）
    　　　　　9:00～17:00（最終日は13:00まで）
◆場　所／大阪赤十字病院  本館4階  会議室4
　　　　  （※場所は変更になる場合があります。）

◆日　時／令和元年11月13日（水）  
　　　　  13：30～15：30　
◆場　所／大阪赤十字病院  
              本館1階  
              正面玄関ロビー
◆参加費／無料

　10月初旬は異例の暑さとなりましたが、すっかり秋めいてきま
したね。今回は「スポーツ整形外科」の記事のなかで年々スポーツ
を実施する人が増えていると紹介しましたが、皆さまは何かスポー
ツをされていますか？　私はランニングが好きなのですが、最近は
忙しくてなかなかできていません。今年は「スポーツの秋」にできた
らいいなと思っています。食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、
皆さまはどんな秋を過ごされますか？　　　　　　　　　  （Y.N）

創立110周年

第10回

2019年11月13日（水）

▼13:30～

▼14:00～

▼14:30～

日時

お問い合わせ 大阪赤十字病院  2階8番窓口（8:30～17:00）
TEL:06-6774-5151

大阪赤十字病院  
本館１階  正面玄関ロビー
動きやすい服装でお越しください

運動するための体づくりを食事面から考える
堂川 冴子栄養管理課

糖尿病・内分泌内科

管理栄養士  日本糖尿病療養指導士

糖尿病とサルコペニアについて
金井 有吾 日本内科学会総合内科専門医  日本糖尿病学会専門医

よろこびの歌体操

▼15:00～
健康生活相談

企画・制作 公益社団法人日本糖尿病協会

会場

糖尿病オープン教室

参加費無料

医師・糖尿病療養指導士と一緒に
元気よく体操しましょう ！

医療支援課

〈6月30日付〉●堀口　聡士（脳神経外科部・副部長）
〈8月12日付〉●内藤　拓人（新生児・未熟児科部・医師）
〈9月30日付〉●片岡　浩之（大手前整肢学園・医務部長）　
　　　　  　　 　●山田　知佳（血液内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●岡﨑　航也（呼吸器内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●元家　亮太（脳神経外科部・専攻医）

〈7月  1日付〉●橋本　将（消化器外科部・医長）　
　　　　  　　 　●濱口　雄平（消化器外科部・医師）　
　　　　  　　 　●田宮　良輔（眼科部・専攻医）　
〈9月  1日付〉●橋本　恭弘（消化器外科部・医師）　
〈10月1日付〉●野中　道仁（心臓血管外科部・医長）　
　　　　  　　 　●山口　優太（血液内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●青栁　貴之（呼吸器内科部・専攻医）　
　　　　  　　 　●山元　真也（脳神経外科部・専攻医）

動きやすい服装で
お越しください

サルコペニアとは・・・
加齢や疾患により筋肉量が減少し全身の筋力低下や身体機能の低下が起こること

体操の詳細はWEBで閲覧可能です
よろこびの歌体操 検索

13:30～15:30

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和元年10月発行　第70号1 8
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